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長野 願 気 候 区
小 出 武
1 緒 言
長 野県はその占め る位置か ら、 自然・産業・文化 と も東北 日本 と西南 日本
とのし、ニつの タイ プの交錯す るところにあた る。加 うるぬ、それ 自身垂直
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野県気候区りの数字は、
????
的肢節に富む故に、その性格は甚だ
パ ティテ ィーに富む。多様性 、こ と
に産糞 や文 化 を考 え る場 合、その基
岩として長野 県の気 候につ いて地域
的特 色を考 えて み るこ とは、無意味
では ない と思 われ る。 こ こ に試 み よ
うとす る長 野県気候区 は、最初の こ
ととて、 ご く常識的 に、 しか も産業
や文 化 と連 関 させて概 観 しプ已い と思
う。気候 区分の要素 と して は、主 と
して気温 と降水 量に よ つた。 資料は
県立農 事試験 場の “長野 県の 気象
図”所載の県7 76カ所の観測所にお
甘
ける累年平均値を用ぃた。観測期間
は観測所 ごと忙 まちまちであ つて、
霧ヶ峰新田の 7 年か ら長野測候所の
61年 にわた るが 、資料 と して はいす
／れ もそぁ ままを用いた。第一図 “長
それ ぞれの気候区 を示す もので 、以下順次 それ に
ついての樺 色を述べ ることとす る0
2 長 野 願 気 候 区
Ⅰ 北 部 地 方
畠社叶 佐野坂を結ぶ線以北を、北部地方とする。ここの気候的特色は、
冬期降雪の多い点にある。第一表は、本地方各観測所について A ，A ngot
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の相対伯勺降水過剰
量を計 算 した もの
であ るが 、これ に
よれ ぼ、本地方の
冬三 月の降水量 は
いすれ も多 く、そ
の■点 白木海式気候
区に 入 る べ き も甲
と思 われ る。 これ
に比 べ ると、長野
大町はは るか に少
く、 そ の 間 に 相 当 な 開 きの あ る こ とが わか る0 そ うす る と高 社 山・ 佐 野 坂
の線 は 日本海岸式 気候区 と太平洋岸式 気候 区 との気候分界線 とい う′こ とが
でき、本 県に とtり重要 恵意味 を持つ 線 とい うべ きであ る。
本地 方の積雪 自琴 は 、いずれ も1bo 日を越 える。積雪 日数100 自以上 にな
ると雪腐痛が発生す るとい われてい るが 、事実 ここは麦作 が非常に少い。
蔚 二 表
普通畑に対す る大小麦
栽培面積の割合
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第二表 は地 区内の村 を任意 に と つてi 普
通畑に対する大小麦栽培面積の割合を示
した もの であ蕗 が 、これ を 日野村以下の
南隣諸村 に比 べる と甚だ劣 って ぃる。 こ
れが水 田裏作 と しての田麦 に至 ると、仝
．く皆 無 とな る。
御 幸 は11月 中 旬 に来 、 12 月に な る と根
雪が始 まる。 そのため農 家は 、11 月中に
一切の収穫 を終 り、冬 ご もりの用意 を し
て し患わね ぼな らない。11月は好天が 多
く、周 りの 山 々の紅 事 も莫 観 を きわ め る．
が、多雪地帯 の農民 は冬 を 目前 に これ をか え りみ る暇 もなぃ。対雪準備 と
して珍 しい ものた “冬だ ね，，が あ る0 飯 山盆地の 西部 山麓の 村 々へ 行 く
と、11 月下旬豪の まわ りに数個の池 を掘 る0 これ を 〟冬だね， とh ゝ、屋
根か らお ろ した雪 をこの 中に入れて消すので ある。
深雪が人文景 に及 ぼす影響 中l′最 も銃著 な もの は建築 に現 われ る。飯 山
盆地 、下高井郡堺机 姫川ゐ谷の 中土村 などへ行 くと、農家 の入 口に玄関
様の 突 出部 が み られ る0 飯 山地 方 で は これ を＝ち ょう門 ”とh ゝ、姫 川 ゐ谷／
では “とんぼ”、と呼 ぶ。形 態規模 に数種類 あ■り、ニ階 ち 一よう門 とい う壮 大
－25－
?
な も？か らI 冬 季だけ取 りつ けて 夏季は 取 り除 く、 ご く簡単 な もの まで
あ る0 レーサれ も入 口を雪か ら防禦 し、玖 に便す る如 の もので ある。母
屋 の屋根 はた‘ぃて い寄棟 であるが ‥ち ょう門” は切妻 々入を普通 とす る。
これ は屋根か ら雪 をお ろ した 場合 、 入 口が 雪にふ さがれないので 合理的
で ある0 “ち ょう門” は鎗痍か ら東北へか ゆてみ られ る・‘まが りや”の叫
種で 」それ よ りも簡単な形式で ある0 まが りやは雪国 に関す るか ぎ り、対
雪機能 と してゐ建築様式 とh つて さ しつか えなぃで あろ う。飯 山田丁の商店
荷 には雁木がみ られ る0 薙築細部 に至 っては 、柱 の密度 が大 きい とか 、窓
が高 く小 さh lとか 、屋 根に雪止 め施設 を持 つ とか 、随所 に雪に連 関 した特ヽ
色 を見 出す こ とが で き る。
4 月 中 旬 に な る と終 雪 と なサ 、黒 土 が 現 わ れ る。 4 月は11 月 と と もに好 天
が多 く、冬が長ぃだ 桝 こ文字通 り再生の思ぃである。
冬 の寒 さは一般 に きび しい0 最寒 月最低平均気温 は 、飯 山が － 6．8。C 、
柳原が －9・50C 、北城は最も低 く 一肌 0。C を示す。
夏は他地域 と大差な く大同小異であるが一相原附近は槙高の割合に高冷
地的 色彩 を呈 す る0 柏原 の夏の最高平均気温 は 26・9。C にす ぎなぃ。 この
冷気温 に加 うるに、附近－・帯 は火山灰地 であ るこ と、融雪 の水が冷た いこ
と、霧が 多い こ とは、この高原 を淋 しい高冷邸 恨 もの に してい る。気候
の冷涼性 は植生 に も現 わ恥 白樺 は普通 900 米附近で現 われ るのに、こ－こ
では 700 米 で既 に これ を見出す0 ′このほか甘柿が ない とか 、梅が育たぬ と
か、ぃち じる しく冷涼性で ある。
丑 長 野 大 町 地 方
／ク
本地区は北部深雪地帯の南に、東北から西南に向 って横たわる狭長な地
帯であ る0 その南限は、篠井 と大町・ 池田の 中間 を結 ぶ練 をも ってす る。
本地区の降水 型は太平洋式であ るが 、なお 日永海式 降水 型 をも脱 し切れ
ない0 第二図に よ り長野 と飯 山の クライモ グラフを比餃 すれ ぼ、長 野は飯
山ほ ど明瞭な三 日月形 はな さぬが 、なお7 部が やや右 に攣 曲 し、僅 かなが
らも北部深 雪地帯 の名残せ とどめてい る0 かか る形態 は本地 区に共通 した
特色であ って、これ よ り南 の地域 には見 るこ とが できない。第三表 は冬三
月の降水 日数 を示 した ものであるが 、 これをみて も、長野・大 町地方が一
つの漸移地帯 をなすこ とが わか る0 地域 の南界 を長野 と大 町・池 田間 に引
いたが 、こ ′ゝに気候界線 のあること臥 経験的 に も知 ることがで きる。信
越線で長野・屋代間を、篠井線で稲荷山・長野間を往復する人々は、冬季
によ く屋代・稲荷 山が 晴天に もかか わ らず、篠井 あた りか ら以北 に降雪 して
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第三 表
数卜地
??? ?? ?? ?
名i・月
平
大町
池田
数
5 2．4
3 9．9
2 6 ．5
いる現承 に遭喝す る。・また絵本平で
は、大 田了南方か ら対岸 の中房 川出 口
に向 う斜線 の南 と北 で、降雪量や融
雪期 に明瞭な差異のあ ることを発見
する。 これ らの事実に よ り、上記 の
線を南限 とす る一つの漸移地帯 をこ
＼
こ に設 定 す る こ とに した の で あ る0
漸移地帯の人文景に現われ る鋭著
な事象 と して 、水 Fi裏作 をあげ るこ
とが で きる。 犀川以南 の善光寺平で
は田麦が 100 パ叶 セ ン ＝ ラわれてい
、るが 、犀川以北 に至れば 、北 す るに
0 ‡00 20む 300m れ ′っれ漸減 し牟礼 あた りに至 り皆 無 と
なる。 同様 な現象 は校本平で も見 られ る0 こ のゝ裏作 は善光寺平 ほど盛ん
ではないが 、それ で も穂高附近 ではなお30解 ぐらい は行 われて い る0 これ
が北上 す るにつれ漸減 し、平村 に至 つて皆 無 とな る0 V、ずれ 一も漸移地帯 の
特相 をよ く現 わ してい ろ0
本坤域 は年降水線量や気温 の点では 、南方地域 と何等変 りはないので あ
るが・、降水量年配 分や人文貴か ら一気候 区 を特設 す ること‾に したの であ
る。
Ⅲ 千 曲 川 中 流 地 方
篠 井か ら上田の丸 田 中に至 る千曲川 中流 地方 は本県にお ける最 も寡雨
乾燥の地底で あ り、又い ち じるしく琴季高温 に達す る所で 句る0 年降水量
は各地 とも1000粍以下 を示 し、坂城 のご ときはl 郷 粍 にす ぎない0 気温
にお いて もこ夏季 の最高平 均気温 は 、29～300C を普通 と し、上田は31・70
c に達す る。降水量の年配分は夏に多 く冬に少い太平洋式に属するが・ 最
高 は9 月に現 われ 、7 月が これ に次 ぐ古 これ は同 じ太平洋式降水型の 中で も
束北型 に入 るもの で、注意 を要 す る点であ る0
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温度計 に現 われ る夏の暑 さはきび しぃ もの であるが 、気候が乾燥 して い
Jるので体感 的にはそれ む急どで もない。 殊に夜間はいわゆ る大陸的気候の故
に、冷涼 とな り、海岸地方 にお け るような、夜襲管 しきを感 じるこ とはほ
と ん ど な い。
気候的特徴 の人文に及ぼす関係 については 、簡 単 に云 々す ることはで き
ないが・ 乾燥 と日中の高温 、 日較差の大 な どは、農作物 に好条件 を与 える
ことは否定で きない。
善光寺平の南 半か ら本地域 にか けての地方 は、田植靭が おそいので有 名
であるq た いて いは7月に入 ってか ら行われ、7 月中旬に及ぶ。 それ に もか
か わ らす収量は多 く－ 平均 2・7～2・8 石 セ、 精度豪 に至 っては 4 石 を納 め
る0／ しか も これ が 田麦 の あ との こ と を 思 うと 、 む しろ琴 くべ き事 実 で あ
る0 馴 以南の善光寺平から、坂城広谷にか服 、更埴地方は100 パ てー
ン 柑 麦 を栽 培 し、収量 も米にお とらない0 レ、ずれ も大陸 的な寡雨高 温を
無視 しては考 え られ ない0 ●上 田盆地 、殊 に塩 田平 にい くと田麦 は50－609る
に減 ず る0 こ叫 ま気 候 とい うよ りも 、潜 取水 の 問 題 の よ うに思 う。 こ こは
寡同気候独特の潅漑水の乏 しい所で、溜他に依存し、従来水不足になやん
できた所 であ る0 水への不安 は、二毛作経営 に とつ て大 きな支障 であ る。
必 要 な時水 を得 られない 主い うことは．不安 を伴 うので 、常 に田をあけて
準備 していな くてはな らない0 こうした 関係か ら、この地域 に限 って二毛
作率が低 h ので はない やゝ と思 う。最近大 きなグムが で きて水へ の不安 も解
消 しつ 1 あ るか ら、恐 ら く今後 は今 より二毛作 も増加す るこ とで あろ う。
この地軋 とい うよ・りも、千曲川沿岸一帯にお こ りつ ゝあ る新 産業に、
花井栽培が あ る0 硯夜色彩 の美 しさと，持 ちわ よさで市場 に声 価 を博 して
お るが 、これ とて大陸的な寡雨気候 と無関係で あると札思われない。
ⅠⅤ 佐 久 地 方
佐久地方の降水量は 、岩村田が977粍、野沢が 974粍、御牧厭は856粍で
坂城 と共 に千 曲川流域 中最低 を示 す0 この よ うに本地域 もいち じるしい寡
聞地帯で あ って、その点千 曲川 中流地方 と何等変 りがない。プ己だ興 るとこ
ろは 、年配 分であ って 、こ ゝでは 、最 多雨が7月に現 われ 、9 月が これに次
ぐ0 これ は無視 で きない相異 で、本地域 は同 じ太平洋式気候 区に属 しなが
ら も、千 曲川 中流地方 とは異 らて 、西南 日本降水型の影響 を うけて い るこ
とを物語 ってい る。
気温 は高 拒が高 h ので－（野沢680米）やや冷涼性 をおび る。野沢 の最高平
均気温は絹 で、28・9C 、最低平均は2月の －7・40C であ って、これを上田
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市に比べると、最酢 ぉいて 2．80C 、最低で －1．30C 低い。 冬 よりも菟
の開 きが大 きい ことは生産に影響 す る点が 強い。佐 久平へ来 ると、水 田二
毛作はほ とん ど行わ派ていないが、この気候に関係 してい る もの と思 われ
る。 田植 期 も、千曲川中流地 方に比 べて約10 日ぐらいは早 くな ってぃ る。
以上を通覧するに、長野・須坂以南、佐久平に至る千曲川流域は、降水
量1000粍以下 とぃ う、い ち じる しい寡雨地帯で 、その点一つの気候区 を構
成す るものであ るが、降水 量の年配 分をみ ると、篠 井以北は、漸移的性格
を持ち、中流地方は、太平洋式気候区申、東北 日本型に入 り、佐久地方は
l
；西南 日痺型に入 るので、それに基 い七三 つの気候区 を設定 した。 また気温
においては、善光 寺平 と上 田盆地 は大陸 的様 相が 強 く夏期高 温に達 す るが
、佐久平は冷涼的である。
以上 は千 曲川沿 岸低地 につ いての三拝色であ るが 、両側 の山地 に入 ると、
降水量 はや 1増加 し∴気温 は低下す る。 殊に嘩高 900東 以上 にな ると、い
わゆる高 冷地気候 を呈す る。1300米の菅平や 、野辺 山原 には水稲 は栽培 さ
れないが 、900～1000米 の軽 井沢 、1200 米 の川上地方 にな ると行 われ てい
る。ただこゝでは、以前は群馬、山梨方面に委託苗代をし、最近では温床
苗付 を行 って 、気候的ハ ンデ ィキ ャップを克服 して いる。
Ⅴ 絵 本 平
橡本平の南限は艦尻の南の善知鳥峠を越 えて、伊都谷北部か ら川岸村に
まで侵 入す る。 こ 」は降水量年配 分お よび完温カミ、伊都谷や諏訪盆地 よ り
も、校本平 に よ り近似 して い るか らで あ る。殊 に降水 量が 9 月に最高 を示
す点は前二地方 にみ られ な山 もので 完候区分上 無視 で きない もので ある。
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教本平 の降水量 は、1000～・1200粍 の間 にあ り千 曲川流域地方 に次 ぐ乾燥地′
帯であ る。 第三 囲は、 上 田 と橡本 の クライモ グラフであ るが 、 一 見 して
明 らかの よ うに、松本は上田に比 し春 浅きの降 水量鮎 多いの と、6～7月の
梅 雨期を羊上 田は7 月が 多 くこ桧本は 6月の方が大 貴h 。 また 9 月の衝風期 の
雨が校本 は上 田に比 し七 よ り駅著で ある。 これ らの差異の 中、注意すべ き
は梅雨期 の雨が6 月に多い こLとと、9 月の齢風期が 目立つ点であ つて、 これ
は校本 平が上 田に比 し、西 南 日本 の影 響 の大 きいこ とを物 語 るものであ
る○しか しなが ら両者 と も、9 月が 最 高 で 、6月 また は 7 月が これ に次 ぐこ と
は、 ともに太平洋式気 候中束北 日本型 に属す るもので 、この点 は一致 して
いる0 以上は単に上 田 と松本の比較で あるが 、これは この まま千曲川中流
地方 と絵本平野差で あることを断 ってお く。
第四表は上田・野沢・ 松本の冬季における最低平均気温 と夏季の最高平
均気温を比較 した ものであ る0 これに よると、榎本平 の気温 は上 田傘地 と
第 四 表 佐 久平の 中間
＼＼ 月
＼ 1 2
上田 ?? ー3 ．4 －6 ．1 －2．1 26．3 30．1 31．7 25．9
－3・9 －7．2 －3．4 23．7 27．6 28 ．9 23．4
－3 ．7 ′’－アニ1 －3 ．0 24 ．8 28 ．4 29・1 別 ．5
冬は最低平均、夏 は最高平均気温
的位置 を しめ・
てレ、る。 この▼
関係 は水 田二
毛作 にその ま
ま現われ 、椅一
本平の田麦栽一
培率は20～30％ の問に おる。 ところが、校本平の田植 期は平均 6 月15 日こ
ろで 、佐久平の20 日に比 し5 日くらいの開 きがあ る。 これ は絵本平 の塩酸
水は直接アル プスの融雪水に よるのセ 、水温 の関係 と思 われ る。
第四 囲?? ? ー ?? ー ? ? ??
? ? ?（?
C
?」． ?
? ュ】
? ?
「?
?
?
??
?．?
?（ ?
iO O 20 0 叩l机
がら 、第 四 囲 で 明 らか の よ うに 、
善光寺平 と榎本平 の中間 に位 す る1
山間の麻績・ 西条 の盆地 をぃすれ の一
気侯区 に入れ るべ きか は問題で ある
が 、こ 1 の気候 を坂井 を も って代表
させ ると一、年 降水量が1148粍 ∴夏の
最高平均気温は8月の28．40C 、冬の一
最低 平均 は 1月の－∂．50C で 、これだ
けでは叫気候区を設定 す るか 、又は
気温 にお いて低 いが松本平 iこ入れ る
べ き もの の よ うに み え る。 しか しな
坂井 の ク ライ モ グ ラ フは 橡 本 平 よ りも、
千曲川中流地方 の ものであ る0 本 論の 目的が中気候区にあ るところか ら、
・－3 0 一－
いすれかの気候区に属 させ るべ きもの とすれぽ 、と りあえす千 曲川 中涜 地
方に入れてお きたい と思 う0
Ⅶ 諏．訪 地 方 、
こ ゝに諏訪地方 とは、諏訪盆地 のほか に八 ヶ岳 山贋 の 山浦地方 を含 めた
褒囲をい う。 山浦地方は標高か らみれば高 冷地 に入 るべ き所で あるが 、夏
季比較的高温 に達 し（玉川の最高平均気温は8 月、乳 10C ）米の反 当収量 も2
石以上 をあげて高冷地的様相がないの と、降水量 も諏訪 盆地 とか わ りない
ので、諏訪地方に含めた。
諏訪地方の降水量は、1200～1300粍で千曲川流域の1000粍以下と伊都地
方の1400～1500粍の中間にあ り、降水量 に関 して は漸移地帯 とい え よう。降
水量の年配 分は 、 7 月が 9 月よ りも多い。 この点、佐 久平 と同型であ る0
気温は冬の酷寒を特色とする0 最寒月の最低平均気短は、上諏訪－7・30、
中洲一8 ．6。、玉 川は －9 ．40で あ る0 山浦地方 では零 下 17～180 に下 るノこと
が珍 し くない。
諏訪湖 の結 和 ま、年 に よ り遅速 あ るも、平均 1 月上 旬に結 氷 し、 3 月上
旬解 氷 とな る。 氷 の 厚 さが20～30糎 に達 す る と 、 ス ケ ー †は も と よ り湖 上
交通が可能である。
酷寒 に対処 す る人文景 として ．特筆 すべ きは、山浦地方の “む ろ”で あ
るd “むろ，，とは、冬季 間 この地方 に設 け られ る竪穴 の作業場で ある・。 日
当 りの よい場所 を選 んで 、広 さ2 －3坪か ら4～5凱 深 さ3～4尺の竪穴 を掘
、り、その上 に片切妻の屋根 を伏せ る。南面 した妻の入 口に障子 を立てて暖
を と り、出入 にはハ シゴを用い る。昼夜青年男女が集 ま り、ワラ仕事を・し
た り、裁縫 な どをす る。 “中 ろ” は近年減 少 しっ 1 あ るが 、寒国 にふ さわ
しい生活様式 であ る。 また 山浦地方 の民家 ¢流 し勤 ま、南面 した家 の表側
に設 ける場合が多い。 しか も、床面 よ りも深 くし座 って作業 す るようにな
って い る。 これ は少 しで も日射 が 入 りや す い よ うに との 考 案 で 、 これ も寒
国 ら しい居住様式で ある。 冬の酷寒 に比 し、夏 は相 当高温 とな る0 8 月の
一最高平均気温は28－290でこ標高900米の玉川でも28・10に昇る0 夏の高温
は米作 に率 し、前記 の ように山浦地方 で さえ も反 当 2 石堺上 を納め、ちの ・
宮 川・ 中洲・長地 な ど3 石 を突破 す る。た ゞし水田二毛 作は行われない。
／
Ⅶ 伊 部 地 方
イ轟 β地方の南限は上下伊都の郡境附近にお く。こ 1 は槙高が橡本平とほ
ぼ等 しいので、気温 もそれに近い。第五表は校本と伊那の最高最低平均気
泡で あ る。 これ に よると、仝年平 均は両者 とも10・90 で相等 しい。 しか し
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なが ら、月別平均気温 を比較す ると、相 当の違 ぃがみ られ る。す なわち校
本に比 し、伊部は冬暖か く夏涼 しい。
降水貴は1400～1500粍でl 最高 は 6 月に現 われ 9 月が これ に次 ぐ。 こ ゝ
に至 れぼ明瞭に西南 日本 の降水 型に入る。
伊部地方の気候的特徴の一つに凪がある0 年間を通 じて南風系統の風が′
卓踏する○卓趨風に伴 って雨が多h ので、天音巨筋の民家は、風雨に側面を
向け天青帥 に画 す るように建 て られ てぃ る0 その うえ南側の妻 には “しぶ
きよけりがつ けられた り、防風林が設 けられた りしてい る0
三峰 川や′J、渋 川の谷 に入 ると、冬 の気温が やや低 くな るが 、夏 はむ しろ
高 く、降水 量 も大 差ない。
Ⅶ 飯 田 地 方
J
飯 田地方の気候的特徴 は温暖多雨にあ る0 年平均気温は13。前後 とな り、
最寒 月の最低平均気温 は －50C またほそれ よ りも高い0 夏 8 月の最高平 均
は 300 を突破す る。
降水量は1500－1800粍の間にあ り、年配分 は 6 月如最高 で 9 月が これ に 、
次 ぐ0 要するたここは東洛道気候の侵入している所で、それに恥 植物景
簡も他 にみ られ ない ものがあ る0 すなわち孟宗竹が繁茂 し、茶の栽培が行
われ る0 ミカ ンはみ られ ないが －ユズ は観賞用 として全 地域にみ られ るq
飯 田地方で も、西南隅の平谷・ 浪合地方にな ると梗高 も高 く、高 冷地 寛 一
侯 を呈す る。
Ⅸ 木 曾 南 部 地 方
須原以南の木骨南部は、飯田地方に比 し気温はやや 劣るも降水量は多
ゝく、2300粍以上 に達す る0 これ は馴 下線地方 とともに、本県にお ける降
水量の最 も多h 価で ある。
本地域は飯田地方と同様・ 東海道気候の影響下にあ り、孟宗竹が多 く、
茶も栽培 されてぃる0 木骨谷蛸 が深 く日照時間が短い如 か、米の反当
収鮎 臥 が、、須原を境に北の1・5 石と南の2 石以上は明瞭な対 称 を な
し、須原以南が急激に暖かいことを物語 ってぃる0 舶 二毛作 も須原以北
にな く、以南は309紙 上を栽培する。
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Ⅹ 木 曾 北 部 地 方
こ1 は降水量が 多 く、気温 は冷涼性 をおぴ る0 年降 水量 は1各00－2000粍
で、最高 は 7 月に現 われ 9 月が これにつ ぐ。
くらいあ るので 、気温 も諏訪 に類似 す る0
帝 大 表
木曾北部 は棟高が諏訪 と同 じ
1 2 育全年＼最高平均‡ 12】3！45【67
?
「?
???）? ?
雷霊ほ …は 卜；：…
葦賃諾 許 …：喜仁 …：；至二…二…
?
?
?
??
? ? ??? ??? ??? ?????? ?? 「． ? ?? ? 「」 「 ? ?? ? ??
?
?
」 ? ?
??」
；～； … 二≡
??
4 ．3 ；
！
4・9 1
第六表は福島 と中洲 とを比較 した 気温 表であ るが 、これをみて明 らか な
ことは、最高平均気温 、い 1 か え ると日中気温は各 月とも福島の方が中洲
を上 まわるが 、最低平均 気笹 、すなわち夜間の気温は逆に福島の方がひ く
い。 とれは谷 あい気候 の特徴 とい うべ きであ るが、人文に影響 す る所 は大
きい。温度計 に現 われ る夏 の気温は必 らす しも低 くはなム如 、夜冷涼 とな
るので経験的 には夏涼 しh 場所 の観念 を与 える。 また事案夜の冷涼に加 う
るに、水が 清別のためか 、福島で はカヤを必要 と しない。
風は伊那谷間棟南の凪が卓越 し、部落は風を避ける地形を選んで立地斗
防風林 を持 つ ものが多い。民家に も南側 に しぶ き よけをみいだす。御岳 山
葱の開 田高原 に＿い くと高冷地気 候、とな る0
3 結 語
1 ．’高 冷地気候および山岳気候は、長野県の特徴 として重要であるが∴資
料が乏 しいめで今回は除外 じた。
2 ． 長 野県北部 には 日本海の 多雪気候が侵 入 してお り、高 社 山・ 佐野坂 を
結ぶ線 は、月本海式 気候区 と太平洋式 気候区の分界線で ある。
3 ． 長野・大町地方は狭いけれども、日本海・太平洋両気候の漸移地帯で
あ る。
4 ． 長野 県南部 には温 暖多雨 の東海道気候が 入 ？て来 てい る。
5 ． 千 曲川流 域 と橡本平は 、いち じる しい寡雨乾燥気候で あ る。
6 ． 善光寺平の南半から上 田盆地および校本平は太平洋岸気候区中、降水
木型は東北 日本型 に属 す る。
7 ． 佐久平・諏訪・伊郡谷・木骨谷は太平洋岸気候区申、降水型は西南 日
型 に 属 す る。（佐 久平 お よび諏訪地方 の 7 月の雨 を梅雨 による雨 と解 して西南 日
本型 に入れ たが、 梅雨以外 の降水が多分 に加わつてい るとすれ ぼ、 東北型 とすべ
きで あ る。 今 後 の調 査 に まつ ほか は な い 。）
名・ 長野県は一般に大陸性気候の様相を持ち、夏季高塩に達するので、′農
耕 に好条 件を与 えてい る。
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